
図書館から見たOAジャーナルへの期待

筑波大学附属図書館 内島秀樹

SPARC Japan Seminar 2012.8.231

アメリカのSPARCによるCreate Changeイニシャチブ

代替誌の刊行支援による競争環境の創出

Organic Letters⇔Tetrahedron Letters
（ACS)                                        (Elsevier)

SPARC Japan＝Create Changeの旗印を掲げていた

主な事業は学会出版の支援(英文による）

国立大学図書館協議会(現在は協会）も、Create 
Changeを支援（＝雑誌の危機の克服のため）



SPARC Japan Seminar 2012.8.232 http://wwwsoc.nii.ac.jp/anul/j/projects/isc/sparc/create/home.html



SPARC Japan Seminar 2012.8.233

SPARCによる機関リポジトリイニシャチブへの転換

Raym Crow
「The Case for Institutional 
Repositories : A SPARC Position paper」 （2002年)
・・・・２００２～２０１２ IRとOAの興隆・・・・

ゴールドOAイニシャチブ（日本は、、、？）

COPE（Compact for Open-Access Publishing 
Equity）
SCOAP3（Sponsoring Consortium for Open Access 

Publishing in Particle Physics  ）
Create Changeの延長上で、ゴールドOAを考える

eLifeも、Create Changeの延長上で期待したい



図書館から見た将来展望

SPARC Japan Seminar 2012.8.234

Finch Reportの影響は？（イギリスは６％）

購読モデルから著者支払モデルへの移行

図書館を介さない学術コミュニケーションルートの拡
大（傾向としては避けられない）

OAは、運動を超えて、図書館の実務に影響を及ぼ
しつつあることに自覚を持つ必要あり

→図書館の役割の再考
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